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前回の例会 

2014年3月21日(金)第1608回 

例会変更 及び 親睦家族旅行 

於いて、出雲大社 

 

 

 

 

 

前々回の例会 

2014年3月14日(金)第1607回 

卓 話 「 飲水思源 」 

卓話者 米山奨学生 レン・リン様   

今週の歌「 それでこそロータリー 」 

    「 草原情歌 」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

○皆出席表彰（３月度） 

  笹山悦夫会員（第１回） 
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四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

事務所  〒590-0024堺市堺区向陵中町2丁5-10 杉本ビル5-B・Tel:(072)255-1200番 

例会日 毎週金曜日 午後0時30分  

例会場 PANTARON   Tel:(072)228-3988番  （魚太郎直通電話） 

 URL   :  http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第2640地区) 久保治雄（クボ ハルオ） 

ガバナー事務所  URL   ： http://www.rid2640g.org/kubo/ 

         E-mail ： kubo-2013@rid2640.org 

会長：城岡陽志  幹事：中川 澄  広報委員長：池田茂雄 編集者 :綿谷伸一 

2014年4月4日第1607号・第1608号 

本日の例会 

 

時間 

 

2014年4月4日(金)第1609回 

卓 話  「 ロータリー雑誌月刊 」 

卓話者  池田茂雄 広報委員長   

今週の歌「 君が代 」「 奉仕の理想 」 

「 バースディソング 」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

○会員・奥様誕生祝い（４月度） 

  坂田兼則会員( 2日) 城岡陽志会員(19日) 

 三上 美江様(14日) 山中加須美様(23日) 

 池永智恵子様(29日) 

〇結婚記念祝い（４月度） 

 堀畑好秀会員(9日) 嶽盛和三会員(14日) 

 笹山悦夫会員(15日) 

2014年4月11日(金)第1610回 

卓 話 「 未定 」 

卓話者 会員 那須宗弘   

次回の例会 

 

時間 

 

＜3月14日(金)の出席報告＞ 

会 員 数(会員31名･準会員１名) 32名 

出席会員             23名 

欠席会員               9名 

ゲスト                1名 

ビジター              0名 

2月7日(金)の出席率  83.87％ 

 

＜3月21日(金)の出席報告＞ 

会 員 数(会員31名･準会員１名) 32名 

出席会員             15名 

欠席会員              17名 

ご家族                8名 

ビジター              0名 

2月14日(金)の出席率  87.09％ 

 

http://www.sakai-kita.jp/
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卓     話 
 

 

「 飲 水 思 源 －恩恵の倍返し－ 」 

第2640地区 堺北RC 米山奨学生 任
レン

 琳
リン

 様 

 

任琳と申します。桃山学院大学経済研究科で博士後期課程を学習しています。専攻は社

会保障です。社会保障の生活保護について非常に興味が深いです。博士論文の研究目的は

大阪市の生活保護率が全国の中で突出している原因を探求することであります。そして、

日本の経験は中国の年金や保険制度あるいは生活保護制度に活かせるのも望んでいます。 

私の故郷は中国の黒竜江省に属しています。黒竜江省は中国の東北部に位置し、中国の

最北端地域にあり、緯度が最高の省であります。黒竜江省の政治、経済の中心都市はハル

ビンであります。全省で1月の平均気温は-32℃〜-17℃、7月の平均気温は16℃〜23℃ぐ

らいであります。全省の最低気温記録は-52.3℃（1969年2月13日、漠河)でした。 

私の地元は皆さんがよく知られている北京、上海などの大都市ではなく、中国の中では

極小さい都市であります。この町は佳木斯（ジャムス）と呼ばれています。私はジャムス

生まれのジャムスの育ちです。中国で最も早く日が昇る所として知られ、「東方第一城」

の称もあります。黒竜江省東部の経済、文化の中心地であり、面積は 32,700 平方キロ、

人口は252 万人であります。ジャムス市一人当たりのGDP は 20,245 元（258,500 円）で

す（2011年）。 

「光陰矢の如し」、私は米山奨学生になったのは昨年の 4 月でした。いまでも当時の喜

びを浮かべています。今、学業に専念でき、安心な生活を送られるのはロータリーの米山

奨学金のお陰であります。私は日本にきて親からの仕送りもありましたが、しかし、日本

の物価も給料も中国に比べて、平均的に数倍高いのです。物価が高いので、留学するため

の貯金はすぐなくなり、生活費を自分で負担することになりました。しかし、博士論文の

レベルが高いため、アルバイトする余裕はないです。夢を叶いたいが、現実の生活が厳し

いです。その時に、運がよくて、米山奨学金に助けてもらいました。支えてくれる沢山の

ロータリアンに感謝しております。このチャンスを掴んで、博士論文に専念し、博士学位

を絶対に取ることを決意しました。お陰様で、博士論文は合格になりなした。3 月 17 日

の卒業式、私は総代として、全教授およびすべての卒業生の前で博士学位の授与式が行わ

れます。 

中国では「飲水思源」（水を飲むときは水源を思う）という四字熟語があります。今の

幸せの根源を忘れないこと、そして、人の恩をいつまでも忘れてはいけないことを思い、

将来は日中友好の懸け橋になって、地元の大学の日本人留学生の生活ケアを手伝います。 

また、ロータリアンになりたいです。日本に留学している外国人を援助したいです。現

在2640 地区の奨学生の採用は毎年減少しています。2640 地区の会員の皆様は一人年間2

万円の援助があれば、生活が困っているもう一人の留学生を助けます。私も力になりたい。 
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会 長 の 時 間 

委 員 会 報 告 

 

 

会長 城岡 陽志 

 

今日は成功の法則について、考えてみたいと思います 

松下幸之助さんは、「素直―努力」。稲盛和夫さんは、「考え方、×熱意、×能力」 

ユニークなのは、稲盛さんは「掛け算」だと説明しています。熱意があり能力があっても、

考え方が間違いであれば掛け算なので、ゼロをかけたら答えはゼロになる。大事なのは、

素直な正しい考え方が重要だと説いています。 

例えれば、オレオレ詐欺が当たります。すばらしいアイデアと、詳しく家族構成を調べ

上げる「熱意」巧みな会話で金を引き出す「能力」。ただ間違っているのはその行為は、犯

罪であることです。高齢者をだまし、老後の人生をめちゃくちゃにして、自分だけがいい

目をしようとする考え方が間違っていることです。 

人生の最後は刑務所暮らしとなるんでしょうが、なぜその能力を正しい方へ使わないのか、

残念です。 

松下さんも稲盛さんも、表現は違うけれど、言わんとする根底は同じです。 

全ては、素直な生き方・考え方が一番大事だと言われています。正しい生き方とは、親・

先生から教わった当たり前の道徳心です。素直な心とは、自らの至らなさを認め、惜しま

ず努力する謙虚な姿勢です。 

素直な考え方で正しく生きる、簡単なようで難しいテーマです。つい我々凡人は欲望や、

妬み、などに翻弄され間違った考え方をしてしまいます。 

ロータリーの四つのテストをしてチェックするのも、方法かと思います。 

 

 

 

社会奉仕委員会 

社会奉仕委員 宇瀬治夫 

『出羽の海部屋』朝稽古見学とちゃんこ会 

 

平成26年3月21日（金） 清心寮児童7名  引率職員 大門茂登様。 

今回で相撲の朝稽古の参加7名中確か5名が女子だったように思います。 

最初は恐る恐る見ていたのですが、稽古が終わりお相撲さんとの握手や写真を撮る内に

大分慣れてきて、一番気になったのが腕廻りなど大きさや体重だった様です。力士さん

たちも、本場所後半を迎え星の勘定も気にかかるとこですが、気さくに相手して頂き、

そしてちゃんこも食べ、子供達も大喜びでした。今回2回目でしたが、今度は本場所に

も招待したいものだと感じて居ります。また、忙しい所参加頂きました、池永会員・畑

中会員・石川事務局員と参加頂き有難うございます。 

最後に祥雲寺 那須会員のご厚意に感謝申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝稽古終了後に記念撮影 
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堺北ロータリークラブ 御中 

清心寮 寮長 阪本博寿様より  

『「出羽海部屋」の朝稽古見学・ちゃんこ会 

ご招待のお礼について』 

拝啓 貴クラブにおかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は、当児童養護施設の児童福祉事業推進に格別のご高配を賜り、深く感謝申し上げま

す。 

このたびは、子どもたちを出羽海部屋の朝稽古見学ちゃんこ会にご招待いただき、有難う

ございました。 

力士のみなさんが、真剣に稽古に励んでいる姿を見せていただき、子ども達にとってとて

も良い勉強になったと思います。 

また、ちゃんこ鍋もとてもおいしくいただいたようで、「おいしかった」とみんな満面の

笑顔で帰ってまいりました。子どもたちへ楽しい時間をご準備いただき、本当に有難うご

ざいました。 

書面ながら、厚くお礼申し上げますとともに今後ともご支援ご協力をよろしくお願い致し

ます。 

敬具 

引率職員 大門茂登様より 

この度は、ご招待頂き有難うございました。 

子どもたちは、本当に楽しい時間を過ごさせて頂きました。お土産に頂いたプリンは、お

やつとして寮のみんなでおいしく頂きました。 

このような機会を設けていただき、本当に有難うございました。子どもたちから、皆様に

お礼の色紙を同封させて頂きます。ご覧いただければ、幸いです。 
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親睦活動委員会 

親睦活動委員 塩見 守 

「 春の親睦家族旅行 」 

 

 ２０１４年３月２１日（金）～２２日（土）の日程で、昨年に続いて１泊２日の親睦家

族旅行に行って参りました。会員、家族、総勢２３名の参加をして頂きまして、楽しい旅

行になりました。 

昨年は観光組とゴルフ組に分かれましたが、今年は観光のみにして、全員で一緒に行動す

る事で親睦をより一層深める旅行が出来たと思います。 

大型バスにゆったり乗って、第一の目的地の蒜山高原に向かいました。 

この日は三連休の初日でしたので、中国道はかなり渋滞しましたが、バスにはトイレが着

いていましたので、安心して乗っていました。中国道の赤松インターで休憩した時に、名

物の赤松コロッケを城岡会長が沢山買って下さって、みんなで美味しく頂きました。 

渋滞がありましたので、予定時間を遅れての蒜山高原到着となりましたが、高原全体の雪

化粧に、あまりにも美しい自然の姿に疲れを忘れさせてもらいました。３月も終わりのこ

の時期に、こんなに素晴らしい雪景色を見れるとは思っていませんでしたので、驚きと感

動を覚えました。 

美しい大自然の中で頂く昼食バイキングはとても美味しくて、数１０種類あるメニューを

ほとんど全て頂きました。当然ビールも飲みました。 

雪景色と食事を堪能して、庭園日本一と言われている足立美術館へと向かいました。足立

美術館は当館創設者、足立全康の庭作りへの情熱を生き生きと伝える５０,０００坪の日

本庭園に枯山水庭、白砂青松庭、苔庭、池庭など閑雅な風情をもっています。「庭園もま

た一幅の絵画である」との言葉通りで、名園と名画の絶妙なる調和に魅了され、ゆるやか

な時間を過ごせました。館内には、横山大観をはじめ、近代日本画壇の巨匠たちの作品約

１,５００点を所蔵していて、庭園の四季に合わせて年４回の展示替えを行い、特別展を

開催しているそうです。 

ここから松江城見学と堀川遊覧船に乗る予定でしたが、時間の都合で残念ながら行けませ

んでした。予定通りいかないのも、旅行の思い出になるのではないかと思いました。 

美術館から今回の宿泊先である、玉造温泉の創業百二十余年の伝統を引き継ぐ数奇屋造り

の純和風旅館、佳翠苑 皆美へと向かいました。到着してから夕食会までの時間が少しあ

りましたので、最上階にある露天風呂と一階の大浴場で、ゆっくり温泉を楽しみ旅の疲れ

を癒せたと思います。 

宴会場に堺東南ＲＣの吉村博勝様よりビールの差し入れが用意されていて、本当に驚き、

感激いたしました。吉村様ありがとうございました。宴会での会席料理の量の多さにも驚

かされ、美味しかったのに全て食べきれなかったのが残念でしたが、お酒はいつもより沢

山いただきました。 

余興では始めに、山之内会員の小話ショーで宴会場の雰囲気を和ませて頂き、その空気の

まま盛り上がった状況で藤永会員と塩見会員による二人羽織が始まりました。昨年の親睦

家族旅行で漫才を披露して、会場の空気を寒くさせた二人のリベンジでしたが、皆様の暖

かい目で見て頂いたおかげで、今年は無事に終われてホットしていました。宴会場には立

派なステージがありましたので、ここからはカラオケを時間いっぱいまで楽しみ、個々に

歓談も盛り上がって、あっと言う間に宴会時間は終了を迎えてしまった感じでしたが、親

睦は深められたと感じています。 

２日目は、堺東南ＲＣの吉村様がご同行して下さいまして、出雲大社「平成の大遷宮」特
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別参拝を御本殿の前まで入らせて頂き、それから御本殿の周りの神々様にも参拝させて頂

きました。御本殿や周囲の神々様の説明やお話しを聞かせて頂いた上に、６０年に一度の

檜の皮を配って頂き、本当に貴重な経験を頂きました。吉村様ありがとうございました。 

参拝後は楽しみにしていた人が多かった出雲そばを目的に、パワースポットを感じながら、

出雲大社の参道を歩きました。いい天気で気持ち良かったです。 

美味しい出雲そばを満喫して、出雲大社東隣りの島根県立古代出雲歴史博物館に移動しま

した。前日のバス車中で北側会員より古代史の魅力について少しですが、聞かせて頂いて

たので凄く楽しみにしていました。 

館内に入るとすぐ正面に、２０００年に出雲大社境内遺跡より出土した御本殿の本物の巨

大柱（宇豆柱）が展示されていて、いきなり迫力を感じて古代史の世界へと引き込まれて

行きました。中央ロビーからテーマ別に展示室になっていて、まずは出雲大社と神々の国

のまつり、出雲国風土記の世界、青銅器と金色の大刀、島根の人々の生活と交流、神話シ

アター、神話展示、神話探検の順番に観賞して古代史の魅力をたっぷりと感じました。 

ここからいよいよ最後の目的地、境港に向けて出発です。境港までの道中では、テレビＣ

Ｍで有名になった通称べた踏み坂（正式名称わかりません）を渡りました。橋の下を大型

船が通るので、ここまで高くしないといけないらしく、想像した以上に高くて少し怖かっ

たのですが、景色は凄く良かったです。 

橋を降りたら境港でした。アニメ鬼太郎の街としても有名で、市場の前には巨大な鬼太郎

の石像が出迎えてくれていました。さかなの街、境港の市場らしく沢山の魚が並べられて

いて海産物の豊富な量に目移りしてしまいました。皆さん沢山おみやげを買われていまし

た。 

これで旅行のプランは終了しまして、一路大阪に向けて走り出しました。今年の春の親睦

家族旅行では、島根県出雲の国の歴史と景観と温泉を十分に満喫出来ました、素晴らしい

旅行になったと思います。今回はバスガイドさん１名とツアーガイドさん１名が同行して

下さり、お世話や説明や案内を丁寧に良くしてくれましたので、本当にいい旅行になりま

した。 

そして、参加して下さった全員が親睦を深める事が出来たと感じられましたので、来年も

楽しみにしています。 

 

 囲碁フェスタ  

 

第１回「第４回子ども囲碁フェスタ」準備委員会会議 

副準備委員長 塩見守 

 

日時：３月１４日（金）１８時３０分～ 

場所：すし亭幹     

議案  

１． 子ども囲碁フェスタ実施に向けて、今後の予定について  

４月 サンスクエア堺に会場借り入れ申し込み 

（平成２６年１１月２３日大会日決定） 

１１連絡会にて、堺１１ＲＣの協賛名義借用承諾を得る  

７月 第２回打合せ会議  

日本棋院の後援申し込み  

８月 堺市教育委員会・こども会育成協議会へ大会後援の依頼（依頼書提出） 

  堺市教育委員会教育長へ挨拶・口上文書の依頼 
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  堺市商工会議所会頭へ後援の依頼  

ポスター・案内チラシ作成  

９月 ポスター・案内チラシ配布開始 小学校・こども会・自治会・碁会所へ配布開

始 名刺広告申し込み受付（９月末で受付終了）  

堺市教育へポスター１５０枚・案内チラシ１０００枚渡す  

第３回打合せ会議 前年度参加者へ参加案内送付開始 例会時に会員より協

賛金募集１０,０００/１人 

１０月 パンフレット作成   

堺市教育委員会教育長へ開催当日の流れ文書を持っていく 

参加者へ参加証・挨拶状の送付 参加申し込み受付 

１１月 第４回打合せ会議及び第１回実行委員 

会大会プログラム作成・協賛企業の名刺広告掲載 

事務局と最終準備打合せ 

１１月２３日第４回子ども囲碁フェスタ堺開催 

堺市教育委員会へ報告 関係者へお礼状発送 

 

２．応募人数と範囲と年齢 その他 

参加人数は１００名を予定 小学生以下の応募として、中学生もＯＫ 大阪府内に応

募をかける 

参加商品と上位商品の金額を上げる。 

 

会議参加者   

宇瀬・北側・小西幹夫・坂田・笹山・城岡・塩見・中田・藤永・山之内・山田・綿谷 

  

 

あるこう会 

代表世話人 中川 澄 

「春爛漫 渡船場となみはや大橋からの絶景ウォーク」のご案内 

 

４月６日(日)大正区にある大阪市の渡船場めぐりと港区と大正区を結び尻無川を架ける

全長 1740ｍのなみはや大橋を歩く約 10 キロのコースを企画致しました。ご家族・ご友人

お誘い上皆様のご参加お待ちしています。 

 

記 

日時：平成26年4月6日(日)12時30分集合 

   ＪＲ桜島駅（環状線西九条乗り換え） 

   完歩後 希望者は大正温泉(三光湯) 

   沖縄料理をご案内致します。 

※雨天決行 

コース：ＪＲ桜島駅～天保山渡船場～天保山公園～なみはや大橋～ＩＫＥＡ～千歳渡船場

～北村南公園(桜)～千島公園(桜名所)→落合下渡船場～落合上渡船場～大正駅(ゴール４

時３０分頃) 

※昼食は各自すませてお越しください。 

以上 
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Ｓ Ａ Ａ 報 告 

 北 輪 会  

代表世話人 塩見 守 

「第８２回 北輪会ゴルフコンペのご案内」 

 

 会員の皆々様には、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。さて、この度「第８２回

北輪会ゴルフコンペ」を下記の様に企画開催させて頂く運びとなりました。ご多忙の折り

と存じますが、万障お繰り合わせの上是非ご参加賜りたくご案内申し上げます。 

記 

日  時：平成26年4月19日(土) 

場  所：岸和田カントリー倶楽部 

集  合：午前7時50分 

スタート：午前8時17分 梅スタート(7組) 

会  費：6000円(賞品及び会食代金) 

競技方法：１８ホールストロークプレー 

締  切：平成26年4月4日(金) 

以上 

 

 

 

池田茂雄会員 所得税・消費税の確定申告、期日前の本日、無事終了しホッとしておりま

す。 

那須宗弘会員 レン・リンさん博士論文合格おめでとうございます。 

これから中国に帰っても日本を忘れないで頑張って下さい。 

那須宗弘会員 スリランカで野生のヒョウに会い感動しました。 

山ノ内修一会員 新井さん、先月はロータリー財団の件で有難うございました。 

宇瀬治夫会員 レン・リンさん卒業おめでとうございます。 

異国での勉強良く頑張りましたね。ファイト忘れずに又国に帰っても 

親日の気持ちも持ち続けて下さい。 

城岡陽志会員 ４月に母校の高校の１００周年記念事業の講演をする事になりました。 

日に日にプレッシャーがかかってきています。 

レン・リンさん卒業おめでとう！これから頑張って！！ 

嶽盛和三会員 レン・リンさん卓話有難うございます。 

中国へ帰られても堺北RCを忘れずに‼ お体に気を付けてください。 

綿谷伸一会員 青山大会では応援コール有難うございました。 

笹山さん２時間のタイムアップ素晴らしい！ 

澤井久和会員 中川会員、ホワイトデーですが、バレンタインの時は有難うございました。 

今日はお返し無しですみません。又お返ししますね！ 

４日前に右足靭帯断裂しました。理由は内緒！ 

塩見 守会員 レンちゃんの卓話楽しみにしています。 

藤永 誉会員 塩見さん、一緒に頑張りましょうね！ 

笹山悦夫会員 中川さん、綿谷さんの強力なご指導、中田さん、藤永さんの強力なご支援 

    のお陰で２回目青山大会完歩できました。家にたどり着いて暖かい布団に 

   感激しました。お蔭で何ものにも感謝できるようになりました。 

有難うございます。 

畑中一辰会員 レン・リンさん卓話楽しみにしています。 

合 計 ４６，０００円 
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幹 事 報 告 
 

 

（１） 本日の配布物 

・週報 

（２） 幹事報告 

本日、例会終了後理事会を開催致しますので、理事役員の方はお集まりください。 

３月２１日(金)は祝日の為例会は休会。 

３月２８日(金)は例会変更及び親睦家族会の為、例会はございません。 

お間違いなきようお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年3月21日(金)～22日(土) 於いて出雲大社 
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足立美術館 
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庭先の「小さな図書館」 

アメリカを愛する50の理由  

（50 Surprising Reasons We Love America） 

これは、「Reader's Digest」誌2013年7月号の巻頭記事。 

ブルース・スプリングスティーンやジョン・ボン・ジョヴィ、 

ビル・ゲイツやころころ転がるタンブルウィード、 

中には「スライスした食パン」まで．．． 

そんな、さまざまな「アメリカ」が並んだリストに、 

「小さな図書館」という項目がありました。 

 

読書を愛した亡き母への想いから 

「小さな図書館」とは、ニューヨークタイムズ紙が「世界的な運動」と呼び、日本でも話題になった本の貸し出し運

動です。参加者は、鳥小屋のような、小さな箱を庭先や勤務先に設置して、通りがかった人に無償で本を提供し

ます。本を読んだ人は、別の本を“お返し”することができます。 

世界 50 カ国以上に広がったこの運動は、ウィスコンシン州の小さな町ハドソンで始まりました。考案者は、ロータリ

ー会員のトッド・ボルさん。読書をこよなく愛した母親への想いから、家の庭先に小さな図書館を設置しました。 

愛書家だけではなく、多くの人が参加できる活動だとボルさんは話します。例えば、アーチストが小さな図書館の

デザインを考え、職業訓練として刑務所の服役者がそれを組み立て、地域社会への恩返しとして企業が図書館を

設置する、といったことも。世界各地のロータリークラブやローターアクトクラブも参加しています。 

参加者の多くは、自らの手で小さな図書館を作ることを選びますが、既製品を購入することもできます。収益は、

運営費や識字プログラムの費用に当てられます。詳しくは： www.littlefreelibrary.org 

 

ひとりの行動が、地域社会を育む活動に 

2009年に最初の小さな図書館を設置してから間もなく、ボルさんは、地域発展を専門とするリック・ブルックさんと

出会い、共同で非営利団体「Little Free Library（小さな図書館）」の運営を始めました。最初は自分たちで小さな

図書館を作っていましたが、注文に追いつけなくなったため、アーミッシュ（現代技術を用いずに生活する人たち）

の職人を雇うことに。さらに噂は広まって、2012年8月には2,510箱の小さな図書館が設置されました。 

今日、ボルさんとブルックさんは、「人と人との関係を築き、読み書きする力を伸ばし、隣人同士の会話を促す」こ

とに力を入れています。また、全米退職者協会（AARP）とパートナーシップを結び、高齢者のための施設に小さな

図書館を設置、地域住民を交えたふれあいの場を作っています。 

 

「小さな図書館」を世界に 

「私とシャベルがあるだけじゃ、小さな図書館を普及させることはできない」 

とボルさん。非営利団体「小さな図書館」は、アフリカの地域社会や、公共図書館がない米国の町で図書館を設

置する取り組みも行っていますが、そこで、ロータリアンが大きな力となります。「ロータリアンが力を出し合えば、2

カ月でもっと多くの町に小さな図書館を設置できる」．．．ボルさんは、そう信じています。 

一例として、米国インディアナ州のフォートウェイン・ロータリークラブは、2015 年のクラブ創設 100 周年を記念し

て、小さな図書館100箱の設置に取り組んでいます。最初の箱を設置したときに地元紙で活動紹介をしたところ、

1 時間で 6 件もの設置を希望する申し出を受けました。設置にかかる費用はクラブが支払い、その代わりに、クラ

ブ名を箱に表示させてもらいました。「驚くほどの反響があった」とクラブ会員のキャンデース・シューラーさんは振

り返ります。 

2013 年 11 月、非営利組織「小さな図書館」は、全米図書協会から全米図書賞を受賞。共同運営者のボルさん

とブルックさんは、その年の「Movers and Shakers（最も大きな影響を与えた人）」に選ばれました。 

「つくづく、自分は幸運だと感じる」とボルさん。庭先に種をまいたら、鳥たちがやってきて世界中に種を運んでいっ

てくれた。そんな謙虚な気持ちで、ボルさんは自らの活動を振り返りました。 

このほかのロータリー関連ニュースは、国際ロータリー公式ツイッターをご覧ください。 

 

記事：Diana Schoberg 「ザ・ロータリアン」誌2014年3月号からの抜粋 

 


